
▶新人もベテランも基礎職種や経験年数にかかわらず悩まされる「支援
経過の書き方」。初歩的な疑問から実際の事例における疑問を解説！

▶受付・契約から終結、加算算定…あらゆる局面に活きてくる支援経過
の“書き方”“活かし方”“残し方”を根拠に基づきながら解説！

▶普段何気なく書いている事例を題材にクイズ形式で解説。「自分なら
どう記録するか」という視点が、理解を深める！

▶日常業務の点検、新人職員へのルール説明、実地指導の対策につなが
る一冊！
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略歴と現在の活動

こんなケアマネジャーの
皆さんの悩みに答えます！

▶支援経過の書き方に自信がない
▶つい冗長になってしまう
▶何をどこまでどう残してよいのか
　わからない etc…
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2．模擬事例とクイズ

適切なケアマネジメントをしているが、支援経過の記載が不適切・不十

分となっている内容が含まれる事例を模擬事例として使用し、クイズ形式

で支援経過記載のポイントを確認します。「何を残さねばならないのか（義

務）？」「何を残すよう努めるべきなのか（努力義務）？」「何を残しては

ならないのか？」について、自分ならどう記録するかという視点で、参加・

体験しながら読み進めてください。

［事例1］新規利用者への初回訪問時の支援経過

選択肢

① 適切な記載である

② 不適切な記載である

［事例 1］の記載例を確認し、契約締結に関する記載が適切か否か、

選択肢より選択してください。クイズ
Q

平成◎年

○月○日（水）

10:00～12:00

自宅訪問

本人・娘と面接 

　　　契約・初回アセスメント
　重要事項説明書を交付しケアマネジャーの自己
紹介。主要事項について本人の同意を得る（担当
の依頼を受ける）。あわせて契約書への署名押印
も後日お願いしたい旨を伝え、了解を得る。　  　
　契約締結後、アセスメントを実施。（以下略）    

目的
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解答と解説

■ 解答 ① 適切な記載である

■ 解説

適切な記載がされている事例のため、記載例にコメントを付したものを

提示します。特にコメント部分については、日常業務の効率化につなげる

ことを意識して確認してください。

❶ 日時、曜日、実施方法（場所）、被面接者、目的などは、すぐに確認でき

る場所に記載します（第 1章第 5節参照）。

❷ 契約締結を行う場所の決まりはありませんが、場所を記載することにより、

後日業務に関する統計等を取る際にも重宝します。

❸ 行を」明説し付交「を」書明説項事要重「、に」族家のそは又者込申用利「 

い、「提供の同意を得た」こと（契約締結）を明確にします。

❹ 重要事項説明書を介した契約行為は済ませているが、通知を根拠とする契

約書の手続は後日になったことを明確にします。

❺ 契約を経てから居宅介護支援を提供（アセスメント）していることを明確

にします。

目的
平成◎年

○月○日（水）

10:00～12:00●❶

自宅訪問●❶●❷

本人・娘と面接●❶

　　　契約・初回アセスメント❶

　重要事項説明書を交付しケアマネジャーの自己
紹介。主要事項について本人の同意を得る（担当
の依頼を受ける）❸。あわせて契約書への署名押印
も後日お願いしたい旨を伝え❹、了解を得る。　     
　契約締結後、アセスメントを実施 ❺。（以下略） 
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第3 節 ケアプラン原案の作成

ケアプラン原案の作成は、ケアプランの標準様式があるため、アセスメ

ントと同様に支援経過の記載が重要視されにくい局面といえるでしょう。

反面、指定されている様式等があることによって、事業所の支援経過の充

実についても差が生じています。

本節では、ケアプラン原案の作成の局面を充実させるための支援経過記

載のポイントを確認しましょう。

1．ケアプラン原案の作成の意味と役割

1）ケアプラン原案の定義

   ケアプラン原案の作成は、運営基準第 13条第 8号に示されています。

介護支援専門員は、利用者の希望及び利用者についてのアセスメントの結

果に基づき、利用者の家族の希望及び当該地域における指定居宅サービス

等が提供される体制を勘案して、当該アセスメントにより把握された解決

すべき課題に対応するための最も適切なサービスの組合せについて検討

し、利用者及びその家族の生活に対する意向、総合的な援助の方針、生活

全般の解決すべき課題、提供されるサービスの目標及びその達成時期、サー

ビスの種類、内容及び利用料並びにサービスを提供する上での留意事項等

を記載した居宅サービス計画の原案を作成しなければならない。
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1．初回加算の概要

●加算の目的

新規の利用者を担当する際に発生するケアマネジメントの手間（情報収

集、連絡調整等の時間や手間）を評価する加算です。

●算定根拠

●算定要件

①事業所で「新規」に居宅サービス計画を作成する利用者に指定居宅介

護支援を行った場合　②別に厚生労働大臣が定める基準に適合する場合

（（1）要支援者が要介護認定を受けた場合　（2）要介護状態区分が２区分

以上変更された場合）に算定が可能です。

「新規」の利用者には、事業所で給付管理を 2月以上担当していない利用

者も含まれることが、「平成 21年 4月改定関係 Q&A（vol.1）」で示され

ています。

第2 節 初回加算

○ 単位数：300単位／月
○ 算定根拠： 算定基準：ロ　　利用者等告示：第 56号
  算定基準の解釈通知：第 3の 9
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部署名 □公用
□私用
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@E-mail

ご住所

様　 ㊞

〒　　　―　　　　

フリガナ

ご氏名

機関名

■宛先
〒107̶8560
東京都港区南青山2̶11̶17
第一法規株式会社
　 FAX.0120̶302̶640

書店印

取 扱 い

部申込部数

●定価1,620円（本体1,500円）　［コード056028］

申　込　書　〈第一法規刊〉

記載例で学ぶ　居宅介護支援経過
～書くべきこと・書いてはいけないこと～

支援経過（056028）2016.10 SE

＜クレジットカードでもお支払いいただけます＞ CLI
CK!

C
第一法規 検　索

レジ トカ ド もお支払 ただけます

詳 細・お申し 込 みはコチラ

この申込書は、ハガキに貼るか、
このままFAXで下記宛お送り
ください。

お客様よりお預かりしたお名前・住所等の個人情報は、商品や代金請求書の発送、アフターサービス、弊社商品・サービスのご案内をするために使用いたします。ご同意のうえ
お申し込みくださいますようお願いいたします。ご不明な場合、また個人情報の照会、訂正、削除を希望される場合は、フリーダイヤルにてご連絡ください。お客様よりお預かり
しました個人情報は、弊社ホームページに掲載の「プライバシーポリシー」に従い適切に管理いたします。　 フリーダイヤル　　TEL.0120̶203̶696　　FAX.0120̶202̶974

＊弊社宛直接お申し込みいただく場合、一回のご注文でお届け先が一箇所、お買い上げ合計金額5,000円（税込）以上のご注文は、国内配送料
サービスといたします。また、お買い上げ合計金額5,000円（税込）未満のご注文については、国内配送料450円（税込）にてお届けいたします。
＊消費税は申込日時の適用税率に依ります。

◎上記のとおり申し込みます。代金については、次に示す方法にて支払います。
　＊現在、弊社とお取引のないお客様につきましては、代金引換にてお支払いをお願い申し上げます。
　（いずれかを で選択ください。）　　□代金引換により支払います。　　□現品到着後請求書により支払います。
＊代金引換手数料について
　一回あたりのご購入金額
　（商品の税込価格+送料）の合計が

※送料・代引手数料を含む合計金額は、商品のお届け時に配送
業者に現金でお支払いください。その際、クレジットカードは
ご利用いただけません。

1万円以下の場合、300円+税
3万円以下の場合、400円+税
10万円以下の場合、600円+税

お客様の個人情報の
取扱いについて

平成　　　　年　　　　月　　　　日
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●ケアマネジメント過程ごとに、❶意味と役割、❷模擬事例とクイズ、❸まとめの流れで支援経過を解説
●書くべきこと、書いたほうが望ましいこと、書いてはいけないことが確認できます
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